
 株式会社グラッドキューブ 
 2023年12⽉期 第1四半期決算説明動画書き起こしレポート 

 動画撮影⽇︓2023年5⽉15⽇ 

 登壇者︓代表取締役 CEO ⾦島 弘樹 



 2023年5⽉15⽇ 

 2023年5⽉15⽇に発表された、株式会社グラッドキューブ 2023年12⽉期第1四半期決算説 

 明動画の内容を書き起こしでお伝えします。 

 ⾦島  ︓これより、2023年12⽉期第1四半期決算発表を⾏います。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 当社をご存じでない⽅のために、改めてビジネスモデルについて簡単に説明いたします。 

 当社グラッドキューブは主要3事業を展開し、デジタルマーケティングによる解析と開発の 

 強みを活かして成⻑しております。 

 1つ⽬は、SaaS事業です。この事業では、ヒートマップやA/Bテストなどを⾏うWebサイト 

 解析ツール「SiTest」（サイテスト）、Webサイトのサイトスピードを⾼速化させる「 

 FasTest」（ファーステスト）という2つのサービスを展開しています。 

 2つ⽬は、インターネット広告代理店事業を⾏う、マーケティングソリューション事業で 

 す。この事業では、インターネット広告の代理からサイト及び動画の制作など、さまざまな 

 クリエイティブを⼿掛けています。 

 3つ⽬は、SPAIA事業です。スポーツの「SP」、⼈⼯知能の「AI」、アナライズの「A」を 

 ⾜して「SPAIA（スパイア）」と呼びます。この事業では、プロ野球、Jリーグ、Bリーグ、 

 公営競技など、さまざまなスポーツのデータを駆使してデータドリブンし、エンドユーザー 

 に提供しています。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 当社の事業における特徴と強みです。SaaS事業を核にマーケティングソリューション事業 

 とのシナジー効果を最⼤化することを意識しております。 

 左側の図にあります通り、パッケージ販売につながる仕組みでございます。 

 この仕組みは、まず1つ⽬に、SaaS（Software as a Service）とSaaS（Subscription as a 

 Service）による積み上げ型の収益モデル。 

 2つ⽬に、⾃社開発プロダクトのため、顧客⽬線での開発が実現できる環境でございます。 

 3つ⽬に、創業時からのコンテンツマーケティング等に⼒を⼊れておりましたので営業コス 

 トがかかりづらいインバウンド営業が実現できており、これにより広告費の削減につながっ 

 ております。 

 4つ⽬に市場分析による新サービスを展開し、収益化させていける経営⼒が我々にはありま 

 す。 

 最後5つ⽬に、事業間シナジーによる売上の相乗効果です。こちらも後ほどしっかりお伝え 

 いたします。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 2023年12⽉期第1四半期決算ハイライトの説明です。 

 前期の第1四半期においては、⼤型案件の受注がありましたので、YoYでは減収するもの 

 の、今期の計画に関しましては、当初計画を上回っており、順調に推移しております。 

 売上⾼は394百万円、当初計画⽐の110.3パーセント、営業利益に関しましては111百万円、 

 当初計画⽐128.5パーセント、経常利益は114百万円、当初計画⽐131.6パーセントとなりま 

 した。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 我々のビジネスモデルとして第1四半期が特に季節要因のため売上が上がりやすくなってお 

 ります。3⽉決算のお客様が多くいまして、そこで売上があがりやすいトレンドとなってお 

 ります。 

 業績推移です。スライドのとおり、売上⾼、営業利益、経常利益をそれぞれ棒グラフで表し 

 ています。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 事業別の通期決算ハイライトです。スライド右側の図は、事業ポートフォリオの変遷です。 

 続いて、スライド左側をご覧ください。事業別の売上⾼は、SaaS事業が前年同期⽐129.1 

 パーセント、マーケティングソリューション事業が前年同期⽐81.6パーセント、SPAIA事業 

 が前年⽐64.2パーセントで着地しました。SPAIA事業では現在、新しいアプリ開発や⼈材を 

 投資したり、売上⾼よりも解約率を下げる⽅に注⼒しております。 

 右側の円グラフ、ポートフォリオ変遷ですが、冒頭でも申し上げた通り、元々当社はマーケ 

 ティングソリューション事業部が売上シェアを占めていた会社でした。SaaS事業、SPAIA 

 事業を伸ばしていくことをミッションと掲げております。前回の通期決算ではSaaS事業の 

 割合が39.2パーセント、マーケティングソリューション事業が50.5パーセントありましたが 

 SaaS事業が44.3パーセントと伸びてきております。 

 2023年12⽉期第1四半期決算の損益計算書は、スライドに記載したとおりです。全体の進捗 

 率に関しては26.5パーセントと現在のところ、順調にきております。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 2023年12⽉期第1四半期決算の貸借対照表についても、スライドをご確認ください。 

 今期より、予算構成の推移のスライドを追加しております。 

 追加前期の通期決算説明において、今期の業績予想は⼈的投資を⾏っていくため、減益とな 

 る説明をさせていただきました。そのため、採⽤費や⼈件費などの費⽤構成の内訳を出すこ 

 とといたしました。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 現在は採⽤活動を積極的に⾏っており、順調に⼈材獲得ができております。詳しい採⽤状況 

 に関しましては 26ページでお伝えさせていただきます。 

 また広告費においても、営業活動の強化に伴う広告宣伝活動を積極化しており、開発の効率 

 化・最適化など、技術⼒を確実に収益へ結びつけるため、システム開発等など様々なところ 

 へ投資しており、通期決算でも発表した2030年に向けた我々の取り組みを実施している最 

 中でございます。 

 こちらも今期より追加しました、セグメント別売上進捗のスライドでございます。 

 全体の売上については、26.5パーセントと順調に推移しております。 

 セグメント別でみた場合、SaaS事業は27.8パーセント、マーケティングソリューション事 

 業も26.8パーセントと順調に進捗しております。 

 なお、SPAIA事業においては、18.9パーセントと25パーセントを下回っております。現在対 

 策としては、既存の会員様の満⾜度を上げるためにシステムの開発やユーザーインター 

 フェースの改善を⾏っております。 

 これにより、前期4⽉末の解約率は30パーセントを上回っておりましたが、今期4⽉末の解 

 約率は10パーセント台と⼤きく改善しております。資料には解約率の記載がありませんが 

 ⾮常に下がってきております。 

 今後は、解約率5パーセントにし、有料会員様の獲得の強化および無料会員様は有料会員様 

 に転換、有料会員様においては、継続的な契約となるように進めていくフェーズに⼊ってい 

 きますので、売上も当初計画の通り、推移していくものと考えております。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 SaaS事業から事業別業績推移をご説明します。売上⾼、営業利益、営業利益率をそれぞれ 

 左から順番に、棒グラフと線グラフで記載しております。売上⾼、営業利益率ともに右肩上 

 がりでSaaS事業は順調に成⻑しております。競合他社も増えてきてはおりますが、開発や 

 マーケティング活動をリードしてこの業界の⼀番になるように進めております。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 SiTest KPIの推移をご説明します。 

 スライド左上のグラフは、四半期ごとのLTV/CACの平均値推移でございます。2022年度の 

 第4四半期では展⽰会出展費などコストが増加し、⼀時的に3.6と悪化しておりましたが、 

 2023年度の第1四半期は5.5と改善しております。 

 右上のグラフは、四半期ごとの平均解約率推移（Net Revenue Churn Rate）を⽰してお 

 り、コストカットや事業のリソース縮⼩による解約が発⽣した影響により、2023年度の第1 

 四半期は3.1パーセントとなっており、改善傾向にございます。 

 左下のグラフは四半期ごとの平均単価推移です。2023年度の第1四半期平均単価は10万円を 

 超え、過去最⾼を記録いたしました。前期末の決算発表では、平均単価は8万8000円でした 

 が、短期間で平均単価が約2万円も増加したことになります。今後はこちらをさらに強化 

 し、3年以内に平均単価を15万円まで伸ばしていけるよう、売上増⼤を図ってまいります。 

 右下のグラフは四半期ごとの平均稼働アカウント数推移です。平均単価とともにアカウント 

 数は、解約数増加およびスポット案件停⽌の影響により、前期末の決算発表時の584件より 

 若⼲減少し、572件となりました。今後平均アカウント数を600、700、そして1000件以上 

 となれるように進めてまいります。良い発表ができるようにしっかり取り組んでまいりま 

 す。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 今後の成⻑戦略についての説明になります。    

 左側のSiTestに関しましては、引き続きIT導⼊補助⾦の認定ツールに登録されたほか、12期 

 連続で「 ITreview Grid Award 2023 Spring 」におけるマーケティングの計5部⾨で 

 「 Leader / High Performer 」を受賞することができました。そのほか、ChatGPTを活⽤し 

 た無料ウェブサイト診断を提供開始、株式会社エフカフェ様との連携により「 SiTest 

 SMART フォーム」のサービス提供開始しております。 

 続いて、FasTest（ファーステスト）につきましては、販売プロモーションを強化してまい 

 ります。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 マーケティングソリューション事業の業績についてご説明します。スライドには、売上⾼、 

 営業利益、営業利益率を⽰すグラフを記載しています。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 広告取扱⾼のスライドになります。現在は、新収益認識基準のため広告費を売上に⼊れてお 

 らず⼿数料のみ売上として計上しております。今期2023年度の第1四半期では14億円を広告 

 費として取り扱いさせていただくことができました。こちらは、前年度の⼀過性である⼤型 

 案件の取扱⾼を取り除くと、右肩上がりのトレンドで推移しております。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 マーケティングソリューション事業の今後の成⻑戦略です。やはり重要となるのがSaaS事 

 業とマーケティングソリューション事業のシナジー効果を最⼤限にし、継続的な売上⾼の成 

 ⻑を実現することです。記載のとおり、クロスセルを引き続き展開してまいります。 

 右側のグラフをご覧ください。四半期ごとの平均クロスセル売上⽐率を線グラフで表してい 

 ます。⼀時期は43.8パーセントとなりましたが、まだまだ我々も伸ばしていけると考えてお 

 ります。 

 2023年第1四半期では、38.9パーセントとなりましたが、今後更に40パーセント、50パーセ 

 ントと超えて⾏けるように取り組んでまいります。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 SPAIA事業の業績についてご説明します。スライドには、売上⾼、営業利益、SPAIA競⾺会 

 員数を⽰すグラフを記載しています。  

 通期予想売上進捗率において、18.9パーセントとなっておりますが、すべての競技がオフ 

 シーズンとなった1⽉、2⽉の売上が落ち込んだことが影響していますが、3⽉から回復傾向 

 にあります。特に⾒ていただきたいのはSPAIA会員数の増加です。現在8万3579⼈となって 

 おりますが、競⾺だけの会員数です。それ以外のプロ野球やJリーグ等のデータおよび海外 

 のスポーツデータも取り⼊れていきたいと考えておりまして、今年は20万⼈以上の会員数 

 の獲得を⽬指してまいります。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 SPAIA事業の今後の成⻑戦略は、スライドに記載の通り1番から6番までとなり、「SPAIA競 

 ⾺」に付随した新サービスを提供を⾏ってまいりたいと思います。 

 多くのステークホルダーから、SPAIAのビジネスに関して⼼配の声や期待の声をいただいて 

 まいりました。SPAIAに関しましては、スポーツと公営競技の⼆つの競技に分けておりま 

 す。まず、競⾺に関しましては、JRAと地⽅競⾺の2つの分野においては、引き続きサブス 

 クリプションの提供を⾏い、新規会員数を伸ばしていきたいと考えております。先程お伝え 

 したとおり、2022年度には30パーセント以上あった解約率を10パーセント前後にまで減ら 

 すことができました。少しの改善ではございますが様々なテストを繰り返したことで解約率 

 を減らし、既存顧客の満⾜度を⾼めております。会員様の解約率が5パーセントを下回るこ 

 とを⽬標にしつつ、1つ⽬は無料会員様の有料転換、2つ⽬は新規の無料登録を増やすこ 

 と、そして3つ⽬に既存顧客の継続率を⾼めることに注⼒してまいります。これらの3つの 

 セグメントに分けてそれぞれの促進につながる戦略を⼀気に進めていき、5番の記載の通 

 り、カスタマーサクセスを強化し、解約率を軽減していくという考えを推し進めていきたく 

 考えております。   

 その他、AI予想家の精度向上や有料会員向けコンテンツ強化などもありますが、「⼀球速 

 報」や海外のデータなど、さまざまなものをリリースする予定です。   

 これらのデータや、通常のJリーグやBリーグ、プロ野球などのデータを、多くの新聞社や 

 ウェブメディアなどのマスメディアに対してウィジェット提供をしています。このウィ 

 ジェット提供をさらに広げていくことで、売上もBtoBとして強化されていくと⾒込んでい 

 ます。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 今後このBtoB戦略については、⼤きな収益となっていく予定となっていますので、ご期待 

 いただけたらと存じます。 

 ⼈材採⽤・育成における当社の特徴と強みについて説明いたします。 

 1つ⽬に、当社は、新卒採⽤においてユニークな制度を取り⼊れております。具体的には、 

 インターンやプレゼン、内定者アルバイトなどを通じ、⼊社までの期間にも成⻑できるプロ 

 セスを⽤意しております。例えば、先⾏プロセスの中で⾃分が貢献したいこと等を役員や役 

 職者にプレゼンを⾏っていただいたり、内定者としてアルバイトをしていただき、当社のタ 

 スク管理やクリエイティブ制作、プレゼンテーションを習得していただいたりしていただき 

 ます。 

 2つ⽬に、誰もがチャレンジできるリーダー公募制度を取り⼊れております。年1回⾏われ 

 るこのリーダー公募制度は、社員の誰もが参加できる独⾃プログラムであります、会社に貢 

 献したい、よりよい会社を⽬指していきたいなど、志のある従業員が⾃ら⼿を挙げて参加 

 し、課題図書、公募者同⼠のディスカッション、プレゼンテーションを経てリーダーへの昇 

 格が決まるという制度になります。 

 このように、社内の意欲ある⼈材が⾃由闊達に参加し、ディベートやプレゼンを⾏うこと 

 で、会社全体の底上げとなり、会社がどんどん成⻑していくということを狙っております。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 経営資源 従業員数の推移の説明でございます。 

 2023年度は、合計46名の新規採⽤を⽬標にしており、すでに28名の⼊社が内定しておりま 

 す。この内定者のうち、11名がすでに⼊社しており、残りの17名は内定の受託をしていた 

 だいており、今後⼊社を予定しております。引き続き、今年度の新規採⽤に向けて、採⽤費 

 を抑制しながら、積極採⽤を⾏っていく考えであります。 

 免責事項は記載のとおりです。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 



 2023年5⽉15⽇ 

 最後になりますが、まだまだ上場して間もない会社ではございますが、この短期間でも我々 

 は⽇々成⻑しております。多くの株主の皆様⽅におかれましては、地政学的にもテック業界 

 的にも不安な要素はまだまだあるかと思いますが、皆様⽅に応援していただけるような企業 

 になれますよう、必死に、また⼒強く前進してまいりますので、引き続き応援のほど、よろ 

 しくお願いいたします。 

 発表は以上となります。 

 ありがとうございました。 

 今後ともどうぞよろしくお願いします。 

 本件に関する問合せ先︓ IR問い合わせフォーム https://corp.glad-cube.com/ir/inquiry/ 


